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笑い声の響く日常を守るために  （2月10日の平和学習から） 

 
　 昔、大きな震災後の被災地で、ある子どもがテレビの生中継でインタビューを受けていました。 「今、何
が一番ほしいですか？」 大人はきっと「温かい家」や「食べ物」という答えを想像したでしょう。でも、その
子の口から出た言葉は違いました。 

「セーラームーンがほしい」 
　 どんなに苦しい状況でも、子どもの世界観は失われない。そのたくましさに胸を打たれ、同時に、「大人
が絶対に守らなくてはならない命が、そこにある」と強く思ったのです。 
　 私には小学生の娘が二人います。家の中はいつも騒がしく、半分は喧嘩をし時に泣き声が響き、半分は
仲良く遊んでいます。そのコロコロと笑い合う声を聞いていると、幸せな気分で満たされます。そのたびに
思うのです。「子どもは、笑っていることこそが大切なのだ」と。 
　 しかし今、世界のどこかに、その笑い声が聞けない場所があります。大人の都合で始まった戦争で、犠
牲になるのはいつも、弱い立場の人々です。奪い合い、殺し合う戦争ほど、人間にとって愚かなことはない
と思うのです。 
　 年明け二本の映画を観ました。一本は、敗戦を知らずに戦い続けようとする兵士を描いた『ペリリュー 
-楽園のゲルニカ』。もう一本は、最新兵器を持ちながらも、多くの犠牲を出して撤退する兵士の姿を実話
に基づいて描いた『ウォー・フェア　 戦地最前線』です。感じたのは、戦争には何の「生産性」もないという
こと。ただ生き続けること、それ以上に価値のあることがこの世にあるのでしょうか？ 
 
　 今から８１年前の3月、私たちが住むこの東京に、大きな空襲がありました。10万
人以上の命が失われた「東京大空襲」です。本校では毎年、「東京大空襲・戦災資
料センター」に講師派遣を依頼し、その貴重なお話を聴く機会を設けています。 
　 家の中や学校が笑い声で満たされている-そんな日常が、明日も明後日も続い
ていくこと。それが、何物にも代えがたい平和の正体です。 
　 今回の講話を通して、かつてこの地で何が起きたのかを知り、今ある「騒がしくて幸せな毎日」をどう守
っていくか、共に考えていきたいと思っています。 
 
 ≪生徒の振り返りから≫   
【分かったこと、印象に残ったこと】 
・駅に向かってみんなが走る中、人に火が移り親の背中にいた赤ちゃんが燃えてしまったこと。

　戦争は絶対にしたくない。 
・妹が足に大やけどをし、うじむしがわいてきたのがびっくりでした。灯火管制の部屋で光が少

　ない理由も知れました。 
・玉音放送のときの語りでよく聞くのは悲しんでいる人の様子で、戦争が終わった事が嬉しくて小踊りしてしまったのは初

　めて聞いたので、小さな子どもにとって戦争がどれだけ恐ろしいものだったのかがとてもよくわかりました。 
【平和のためにできること・やってみたいこと】 
・新聞やニュースを見て、世界で何が起こっているのか知ること。また、自分の意見以外も受け入れてみること。 
・戦災資料センターのガイドボランティアに参加をして、今を生きている人々に戦争のことを詳しく知らせたいと思った。 
　授業でやったことを家族と話し合おうと思った。 
・まずは友達と仲よくすることや、政治のことを学んで今の政治についてもっとくわしくなる必要があると思った。 
・戦争を経験した人が減ってきてしまっている。戦争の怖さ、恐ろしさを伝えるために自分も何かできると良いなと思った。 
・平和のためには自分の国の人どうしが仲よくすることもそうですが、外国の方々とも文化を認め合い、関わっていくこと

　が大切だと思いました。 
・資料館にはもう一度訪れてみたいと感じました。今まで学んだ多くの知識を友達とか身近な人に伝えていけたらと思い

　ました。また身近な人にも戦争について興味をもってもらえたら良いなと思いました。 
 
　戦後８０年を迎え、戦争体験者は減少しています。戦争を体験した方が減っているということは、それだけ平和
が続いているということです。しかし、戦争のリアリティが失われていくということには危機感をもつ必要があります。 
　今回、みなさんが聞いた話を是非家族や友達にも伝え、戦争や平和について話し合ってみてください。また、東
京大空襲・戦災資料センターでは、語り部ボランティアを募集していて、中学生でも参加できます。興味のある人
は、まず東京大空襲・戦災資料センターへ足を運んでみましょう。ひとりひとりの行動が、戦争体験を次の世代に
「継承」し、「平和」をつくる・守るための力となっていきます。　　　　　　　≪3学年だよりから引用≫ 
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百人一首大会　 （１月16日） 

 
  どの中学校でも行われている年始めの文化行事ですが、全校で一斉に行うこ
とができるのは、本校の特色です。すべての先生達が読み手となり、また二度の
グループ替えにより新鮮な対戦ができ、最後までに大盛り上がりでした。 
 
 

２年キャンパスツアー校外学習　 （１月22日） 

 
　 「キャリア形成」と「規範意識の向上」を目的とした校外学習を行いました。当日は、
地下鉄の運行トラブルにより交通網が大きく乱れるというアクシデントに見舞われま
したが、これまでの経験で身につけた「集団行動の規律」を存分に発揮。状況に合わ
せ臨機応変に行動することで、大きな混乱なく全行程を無事に終えました。 
　最高裁判所：日本の司法の最高峰にて、その厳かな雰囲気を肌で感じました。 
　東京理科大学「数学体験館」：教科書では味わえない物理実験や数学の不思議を体

験。身近な現象を科学の視点で捉え直す、時間を忘れる刺激的な体験となりました。 
　法政大学（学食）：大学生の日常を体験。少し先の自分を想像する機会でした。 
　早稲田大学：広大なキャンパスを巡るツアーに参加。現役学生やスタッフの方々

からキャンパス案内を受け、大学の自由な気風と、学ぶことの楽しさを直接感じることができました 。 
 　

 

2年職場体験　 （1月27日から29日） 

 
　 １６カ所の事業所に分かれて職場体験を行いました。どの事業所でも、初めての環
境で慣れない作業に大変だったこともあるかと思いますが、教員が職場訪問へ行っ
た際に、笑顔が多く充実した体験ができたようです。　 　 　 　 （2学年だよりから） 
 
 

１年校外学習　 （１月29日） 

 
　 東京メトロの一日乗車券を使い、少人数の班に分かれて都内巡りを行いました。事
前に調べた見学先を巡る中で、昼食には明治大学や東京理科大学の学生食堂を利
用し、大学の雰囲気に触れることができました。また、車いすを利用する生徒を含む
班も共に行動し、エレベーターを探すなどの場面では、班員が協力し合うと同時に、
通行人も自然に声をかけてくれました。都市の利便性の裏にある課題を実感しなが
らも、互いを思いやり、助け合う貴重な機会となりました。1年生も地下鉄の運行トラ
ブルにより大混雑の地下鉄でしたが、時間を気にしながら予定を変更したり、修正し
ながら無事学校まで戻りました。 
 
 

冬まつり　 ボランティア参加  （１月24日） 

 
  南砂小学校で行われた未就学児・小学生対象のイベントに、1，2年生 
20名がボランティア参加しました。準備や道具係だけでなく、今年度は司
会も任されました。ボランティアは「互いに支え合い、共に成長する循環」
です。「ありがとう」と言われて元気をもらえたり、新しい発見があったりし
た、日頃の学校にはない姿が見られる一日でした。 
 

３月の主な行事
２日（月） 朝会、安全指導 １３日（金） 避難訓練、三送会 
３日（火） 委員会　 　 　 　  １６日（月） 予行、職員会 
４日（水） 職員研修　 　 　 　 　 　  放学 １９日（木） 卒業式 
６日（金） 3年校外学習 20日（金） 春分の日 
９日（月） 生徒朝会、弁当の日 ２３日（月） 離任式、保護者会 

１１日（水） 3年禁煙教育、職員会、放学 ２５日（水） 修了式、職員会 
１２日（木） C組校外学習 ２６日（木） 春季休業始

3年キャリア教育、＆茶道体験
      ※９日（月）は弁当の日、19日（木）は卒業式、25日（水）修了式で給食がありません。


